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１．はじめに 

 降水確率や季節予報のような確率予報を、社会・

経済活動に有効利用することが課題である[1][2]。 

確率予報は天候状態の不確実性を客観的な確率分布

で規定したものであるから、客観的リスクの場合の

意思決定として、期待値原理や期待値・分散原理の

ような決定理論的アプローチを用いて、意思決定の

価値評価が可能である[3]。しかし、ペイオフの変動

に対して意思決定者がリスク回避的か、あるいはリ

スク選好的かという、意思決定者の態度を反映する

ことは困難である。 
 本研究では、ファジィ理論を用いて意思決定者の

リスク選好態度を表現し、意思決定者の態度の違い

によって、同じ確率予報を用いても選択する行動代

替案が異なることを数学的に示す i

 
。 

２．意思決定者のリスク選好態度 

 意思決定者の態度を、ファジィ理論[4]におけるメ

ンバーシップ関数を用いて図 1 のように表現し、フ

ァジィ目標への合致可能性 A* T が最大となる行動

代替案を選択することにする。 

 

 

 

 
 

 

 
 

Rmin=min{Rij}, Rmax={Rij}  :  Rijはペイオフ 
 
 図 1．意思決定者の態度とメンバーシップ関数 

 
３．具体例 

 意思決定者のリスク選好態度を考慮した確率予報

の利用例を、食品仕入量決定の例題[5]で示す。 
表 1．気温と販売量（単位：個） 

気温 低い 平年並 高い 
販売量 1,300 1,000 800 

表 2．仕入量に対する気温と収益の関係（単位：円） 
仕入量 
（個） 

気温 
低い 平年並 高い 

1,300 130,000 68,500 27,500 
1,000 100,000 100,000 59,000 

800 80,000 80,000 80,000 
気温と販売量との関係が表 1 の場合、気温が「低い」

ときは仕入量 1,300 個、「平年並」のときは 1,000
個、「高い」ときは 800 個とすれば、売れ残りや売

り損ないがなく、収益が最大となる（表 2 の太枠）。 
 
(1)期待値・分散原理の利用 

表 3 のような気温の確率予報（ケース 1）を利用

すれば、表 4 のような収益の期待値と標準偏差（バ

ラツキ）が得られる。 
表 3．確率予報（ケース 1） 

気温 低い 平年並 高い 
確率 60% 30% 10% 

表 4．期待値・分散原理（ケース 1） 
仕入量（個） 収益期待値（円） 収益標準偏差（円） 

1,300 101,300 36,900 
1,000 95,900 12,300 
800 80,000 0 

この例では、収益の期待値が最大となるのは仕入量

1,300 個の時であるが、収益の標準偏差も大きく、

予報が外れたときのリスクも大きい。仕入量 800 個

なら気温に関係なく収益の期待値は一定であるが、

収益の大きさは他と比べて小さい。収益は大きいが

リスクも大きい仕入量を選ぶか、あるいはリスクは

小さいが収益も小さい仕入量を選ぶかは、意思決定

者のリスク選好態度による。 
表 5．確率予報（ケース 2） 

気温 低い 平年並 高い 
確率 50% 30% 20% 

表 6．期待値・分散原理（ケース 2） 
仕入量（個） 収益期待値（円） 収益標準偏差（円） 

1,300 91,050 41,459 
1,000 91,800 16,400 
800 80,000 0 



表 7．確率予報（ケース 3） 
気温 低い 平年並 高い 
確率 40% 30% 30% 

表 8．期待値・分散原理（ケース 3） 
仕入量（個） 収益期待値（円） 収益標準偏差（円） 

1,300 80,800 43,196 
1,000 87,700 18,789 
800 80,000 0 

 気温の確率予報が表 5（ケース 2）や表 7（ケース

3）の場合は、収益の期待値や標準偏差はそれぞれ

表 6 や表 8 のようになる。どちらも気温が「低い」

確率が最も大きいが、収益の期待値が最大となるの

は仕入量が 1,000 個のときである。なお、ケース 1
よりもケース 2、ケース 2 よりもケース 3 の方が予

報のバラツキが大きい（すなわち、予報の信頼度が

小さい）ため、収益の標準偏差が大きくなっている

（つまり、リスクが大きい）ことがわかる。 
 
 (2)意思決定者のリスク選好態度を考慮 

 気温の確率予報が表 3（ケース 1）であるとき、

図 1 に示すファジィ理論を利用して意思決定者のリ

スク選好態度を考慮すれば、ファジィ目標への合致

可能性 A* Tが最大となる仕入量は表 9 に示す太枠の

ようになる（計算過程の説明は省略）。 
表 9．意思決定者のリスク選好態度を考慮（１） 
仕入量 
（個） 

可能性 A*Tの大小 
リスク回避的 リスク中立的 リスク選好的 

1,300 0.792 0.720 -0.792 
1,000 0.875 0.667 -0.875 
800 0.762 0.512 -0.762 

この例では、意思決定者がリスク中立的なら仕入量

1,300 個（期待値原理と同じ）、リスク回避的なら

1,000 個、リスク選好的なら 800 個となる。 
 また、気温の確率予報が表 7（ケース 3）である

とき、意思決定者のリスク選好態度を考慮してファ

ジィ目標への合致可能性 A* Tが最大となる仕入量は

表 10 に示す太枠のようになる。 
表 10．意思決定者のリスク選好態度を考慮（２） 
仕入量 
（個） 

可能性 A*Tの大小 
リスク回避的 リスク中立的 リスク選好的 

1,300 0.592 0.520 -0.592 
1,000 0.796 0.587 -0.796 
800 0.762 0.512 -0.762 

この例でも気温が「低い」可能性が最も大きいが、

意思決定者のリスク選好態度がリスク中立的やリス

ク回避的の場合は、仕入量 1,000 個となる。仕入量

1,300 個とするのは、リスク選好的な態度と言える。 

４．まとめと今後の課題 

 期待値原理や期待値・分散原理に基づいて、確率

予報を利用した意思決定について考察した。しかし

これらの原理は、意思決定者のリスク選好態度を定

量的に考慮したものではない。そこで意思決定者の

リスク選好態度をファジィ理論によって定量化して

表現した。その結果、同じ確率予報であってもリス

ク選好態度が異なれば、選択する行動代替案が変化

することが数学的に示された。 
 なお、今回提示した具体例はモデルを説明するた

めの仮想的なものである。今後、実際の確率予測資

料を利用した実用的な意思決定の事例を示すこと、

およびこの意思決定モデルの有効性検証が必要であ

る。 
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